
学生記入用コース・エバリュエーション調査票（講義用） 07年度夏学期

東京大学工学部社会基盤学科・大学院工学系研究科社会基盤学専攻

空欄を埋め、選択肢がある場合はその番号を回答欄に記入してください。

科目名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

担当教官名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（代表者のみ）

科目コード（6桁で記入する。大学院科目の場合はハイフンを記入しない。）

学年　（1.学部２年   2.学部３年   3.学部４年   4.修士課程１年   5.修士課程２年   6.博士課程1-3年）

国籍　（1.日本人   2.留学生）

所属　（1.社会基盤学科または社会基盤学専攻   2.他学科・他専攻＿＿＿＿＿＿＿＿＿）

以下の問では、特に指示がないものについては、次の選択肢を使ってください。

Ｉ．講義の内容と成果

● この講義は、この分野の知識を習得するのに役立ち、関心が高まった。

● この講義は、基礎的あるいは理論的なものの考え方を習得するのに役立った。

● この講義は、問題を解決する方法を習得するのに役立った。

● この講義は、実務的で自分が社会に出たときに役立つと思った。

● この講義は、自分の専門性を高めるのに役立つと思った。

● この講義から知的な刺激を受けた。

● この講義により、自分もこの分野の研究をしてみたいと思った。

● 他の科目との関係や、カリキュラム全体におけるこの講義の位置づけが明確であると思った。

II．講義の方法

● 開講時に講義内容やスケジュール、成績評価方法等に関する説明が明確にかつ適切に行われた。

● 開講時の説明やシラバスに書かれたことと、講義内容とは、十分整合していた。

● 休講等が頻繁に生じることがなく、講義は概ね予定通り行われた。

　このコース・エバリュエーションは、受講生の評価を各教員が的確に把握し、自己の講義内容と講義方法
の改善を図ることを目的として実施します。当学科・専攻が提供する教育プログラムの一層の充実のために
ご協力をお願いします。

1.全くそう思わない
2.どちらかといえば
そう思わない

3.どちらともいえない
4.どちらかといえば

そう思う
5.非常にそう思う

回
答
欄



● 見学や休講等の連絡事項は、予め適切に通知・掲示された。

● 講義は、論理的でまたわかりやすく、工夫して行われた。

● 講義の進度について。
（1.非常に遅すぎる   2.やや遅すぎる   3.適切   4.やや速すぎる   5.非常に速すぎる）

● 講義のプレゼンテーション（資料等の配付、話し方、板書、OHP等）は適切であった。

● 例題等が効果的に用いられていた。

● 教官には熱意が感じられた。また教官は質問等に対しても十分に対応した。

III．講義の負荷

● この講義を理解するために、レポート・課題以外の予習・復習は不可欠であると思う。

（次の２項目はこの講義でレポート・課題等が課された場合のみ答えてください。）

● レポート・課題等で出された内容は、適切で中身の濃いものであった。

●
講義時間・試験勉強の時間以外に、この講義の予習・復習や、レポート・課題・演習等に費やし
た合計時間は、全体で概ねどれくらいか。（1. ２時間未満   2. ２～４時間   3. ５～９時間

      4. １０～２９時間   5. ３０～４９時間   6. ５０～９９時間　7.　１００時間以上）

IV.自己評価

● この講義への自分の出席率　　　　　（1.ほとんど出席しなかった  2.あまり出席しなかった
3.半分程度出席した  4.おおむね出席した  5.全て出席した）

● 質問等を含めて、自分は積極的にこの講義に取り組んだと思う。

V.自由記述

●
その他、この講義に関する意見・要望・改善ポイント、あるいはこのアンケート自身に対する意見
等を、下の余白に書いて下さい。

ご協力ありがとうございました。


